
１．適用工種

土工切土搬出１４，０００m３他道路改良工事外 流用

土として搬出。搬出箇所９カ所。

２．改善提案

現在の土木業界は、IT（情報技術）と密接な関

係にある。現場の内容自体は１０数年前とそれほど、

変貌しているとは思えない。

ただ、IT（情報技術）は日進月歩進化している。

それも有効に使ってこそ価値が見いだされるもので

あり、そうでなければ全く意味がない。

当工事においては、掘削土搬出数量が１４，０００m３

であり搬出先も９カ所にわたった。

その中で、容易に的確に仕事量が少しでも減らせ

るよう表計算ソフトを用い、搬出土量の集計表を作

成した（表―１、図―１）。

簡単に搬出土量を把握することができ結果的には

仕事量も減少し、コストダウンにも繋がった。

３．従来工法の問題点

今までは、土量の搬出数量の把握は搬出台数、搬

出数量のみを集計するのみで、どの車両が何台どこ

へ搬出したか確認が容易にできないため詳細な把握

ができなかった。

そのため、工事途中での数量把握が困難なうえ、

確認するために時間がかかり、その作業だけでもか

なりの労務費が掛かっていた。

さらに、表計算（表―２）のみで数量を入力確認

するため、誤った入力集計に気づきにくく、最終的

にすべてをチェックしないといけないなど、多くの

問題を抱えていた。
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表―１ 土砂搬出先別数量

図―１ 土砂搬出実績表
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４．工夫・改善点

そこで、搬出土量の集計を単一に集計表としてま

とめるのではなく、入力は以前と同じ入力だが、グ

ラフ等と表をリンクさせ、一つの情報で多岐にわた

る集計表を作成検討した。

場所ごとの数量表に入力すると、瞬時にグラフ化、

どこへ、どの車両で、どれだけ土砂を搬出している

のか、容易に明確に確認が出来るようにした（表―

３）。

５．効果

単純な集計ソフトの活用であるが、日々の管理が

容易になった上、確認作業が今までより８０％程度は

楽になったといえる。

搬出終了後には、すべての切土がどこへ、どの車

両で、どれだけ搬出したのか、容易に確認できた（図

―２）。

６．適用条件

土工事全般及び資材等の受け入れ等の数量の把握

に適用が可能である。

また、土量等の数量把握のみならず、応用すれば、

工事の進捗率の算出など流用すればいくらでも可能

だと思われる。

７．採用時の留意点

作成当初、確実に集計表の目的などをしっかりと

定め、数式等の入力ミス等をなくすように作成を行

いさえすれば、後は、さらに改善を行い使い易くす

る。数式にミスがあれば、集計が不完全になりその

作業自体が無駄になる可能性がある。

表―２ 土砂搬出 集計表

図―２ 土砂排出総括表

表―３ 掘削土搬出数量表
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